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平成12年度上半期

財政状況を公表します
区
で
は
、条
例
に
基
づ
き
、
年
2
回
、
6
月
と
1
2月
に

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
区
財
政
の
実

態
を
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。今

回
は
1
2年
度
上
半
期
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
(
図
表
は
1
2年
9
月
3
0日
現
在
の
も
の
で
す
)
。

1
2年
度
上
半
期
財
政
運
営
の
状
況

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
前
年
度

当
初
比
5
.
7
%、1
1
5億円
ブ
ラ
ス
と
、
3

年
連
続
の
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
清
掃
事
業
の
車
京
都
か
ら
の

移
管
に
伴
う
経
費
1
1
7億円
か
新
た
に
加

わ
っ
た
た
め
で
す
。
歳
出
予
算
を
目
的

別
に
み
ま
す
と
、
清
掃
事
業
職
員
の
増

員
に
よ
り
人
件
費
が
4
4億
円
の
増
と
な

り
、
生
活
保
護
費
を
は
じ
め
と
す
る
扶

助
費
も
3
0億
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
義
務
的
経
費
は
、
前
年

度
よ
り
7
.
4
%増加
し
、
昨
年
以
上
に
財

政
を
圧
迫
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。第

一
次
補
正
予
算
で
は
、
特
別
区
財

政
調
整
交
付
金
の
算
定
結
果
を
受
け
、

約
3
6似
円
の
減
額
、
加
え
て
実
質
収
支

額
の
確
定
に
よ
り
、
繰
越
金
を
9
億
円

減
額
し
ま
し
た
。
こ
の
大
き
な
歳
入
減

を
補
う
た
め
に
、
2
0億
円
の
基
金
の
取

り
崩
し
を
計
上
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。

行
政
霄
要
は
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運
営
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
区
で
は
こ
の
よ
う
な
厳

し
い
状
況
に
対
し
。
こ
の
9
月
に
「
緊

急
財
政
対
策
本
部
」
を
設
置
し
、
事
態

の
打
開
を
め
ざ
し
た
、
全
庁
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

各
会
計
予
算
の
執
行
状
況
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

1
2年
度
上
半
期
に

実
施
し
た
主
な
事
業

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
る
か
ぜ
」

運
行
開
始

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
さ
く
ら
」

開
設

▽
生
涯
学
習
総
合
施
設
「
学
び
ピ
ア
2
1
」

開
設

▽
梅
島
小
学
校
改
築
工
事

▽
梅
田
図
書
館
改
修
工
事

▽
東
綾
瀬
住
区
セ
ン
タ
ー
学
童
保
育
室

分
室
開
設

▽
竹
の
塚
福
祉
園
開
設

お
問
い
合
わ
せ
は

予
算
課

財
政
係
へ

(
3
8
8
0
)
5
8
1
4

(
直
通
)

12年度各会計予算執行状況

区有財産の状況

一時借入金

12年度上半期( 4月1日～9月30日)

には、借入金はありませんでした

特別区債の現在高

区の施設、道路、公園などの大規模な建
設事業などには、一時的に多額の財源が必
要になります。その財源補充のため区が長
期にわたって借り入れた資金の状況です。

<一般会計分>

<用地特別会計分>

あなたの納める 1, 00

0円

はこのよう に使われています
区民負担の状況

<区民一人当たりの区支出額と区民税負担額との推移>

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
健
康
術
/
選
挙
豆
知
識

4
・
5
面
▽
足
立
区
こ
の
一
年
/
学
童
保
育
入

室
児
童
募
集
/
学
校
ア
ル
バ
ム

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド

/
掲
示
板
/
花
だ
よ
り

8
面
▽
▽
▽
年
末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
/

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス

F

A

X

3880- 5678
「 区 民 の 声 」を

お待 ちしてい ます

足立区で　買おう　食べよう　頼もう
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

「
障
害
者
の
し
お
り
」

(平
成
1
2年
度
版
)
が
で
き
ま
し
た

障
害
福
祉
制
度
の
見
直
し
・
変
更
に

伴
い
、
新
し
い
「
障
害
者
の
し
お
り
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
障
害
の
あ
る
方
や

そ
の
家
族
が
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、

最
寄
り
の
福
祉
事
務
所
(
表
1
)
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。　
費
用
=
無
料
　
問

先
=
障
害
福
祉
計
画
係

表1　 福祉事務所一覧

介

護

保

険

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
申
請

同
じ
世
帯
で
同
じ
月
に
受
け
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
1
割
の
利
川
者
負
担
額
合

計
が
表
2
の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

そ
の
差
額
を
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と

し
て
支
給
し
ま
す
(
住
宅
改
修
・
福
祉

用
具
購
入
の
負
担
金
は
該
当
し
ま
せ

ん
)
。4
月
に
介
護
を
受
け
た
方
で
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
該
当
す
る
方
に

は
、
H
月
中
旬
に
支
給
申
請
杵
を
送
付

し
ま
し
た
。
5
月
か
ら
9
月
に
介
護
を

受
け
た
方
で
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
眥

に
該
当
す
る
方
に
は
支
給
申
請
書
の
送

付
を
準
愉
中
で
す
。
支
給
申
請
書
を
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
か
ら
1
～
2
ヵ
月

後
に
、
介
護
を
受
け
た
本
人
の
口
座
に

入
金
し
ま
す
。
申
請
方
法
は
、
該
当
者

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
該
当
す
る
と
思
わ

れ
る
方
で
支
給
巾
請
宍
が
届
か
な
い
方

は
、ご
巡
絡
く
だ
さ
い
。　
問
先
=
介

護
保
険
課
保
険
給
付
係

表2　介護保険利用者負担限度額

選
挙
豆
知
識
政
治
家
等
の
寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止
で
す

政
治
家
等
(
立
候
補
予
定
者
を
含
む
)

が
選
挙
区
内
の
人
に
寄
附
を
す
る
こ
と

は
、い
か
な
る
名
日
で
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。寄
附
は
金
銭
に
限
ら
ず
お
歳

暮
を
贈
る
こ
と
や
、忘
年
会
で
酒
や
食

べ
物
を
ふ
る
ま
う
こ
と
(
会
賢
な
ど
債

務
の
履
行
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除

く
)
な
ど
も
で
き
ま
せ
ん
。有
権
者
が

こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

お
り

、
政
治
家
等
に
強
要
す
る
と
処
罰

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
政
治
家
等
は
、
年

竹
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
や
そ

れ
に
類
す
る
も
の
を
含
む
)
を
出
す
こ

と
も
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も

の
を
除
き
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

「贈
ら
な
い
、求
め
な
い
、受
け
取

ら
な
い
」が
、明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

に
つ
な
が
り
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。問
先
=

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
2月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡 例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

ね
た
き
り
高
齢
者
の
た
め
の

寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒
・
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

□
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

年
2
回
の
寝
具
丸
洗
い
、
年
1
0
回
の

寝
具
乾
燥
消
4
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。　
利
用
者
負
担
=
1
0
0
円
(
1
回
)

□
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

年
3
川
理
容
師
ま
た
は
美
容
師
が
自

宅
へ
訪
問
し
散
髪
・
カ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
利
用
者
負

担
=
5
0
0
円
(
―
回
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

対
象
=
在
宅
で
妛
介
謾
認
定
3
・
4
・

5
の
ね
た
き
り
高
齢
者
の
方
　
申
・
問

先
=
在
宅
支
援
係
、各
福
祉
事
務
所

(
表
1
)
ま
た
は
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
(
表
3
)

表3　在宅介護支援センター一覧

定例払月です
心身障害者福祉手当

( 区制度)
難病患者福祉手当
高 齢 者 福 祉 手 当

1
2月
5
日
ご
ろ
に
、
次
の
手
当
の
8

月
～
1
1月
分
を
振
り
込
み
ま
す
。

□
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制

度
)
　・
難
病
患
者
福
祉
手
当

表
4
、表
5
に
該
当
す
る
方
で
申
請

を
し
て
い
な
い
方
は
、手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。　
※
年
齢
要
件
・
所
得
制

限
(
表
6
)
が
あ
り
ま
す
　
申
・
問
先
=

障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉
小
務
所

(
表
1
)

□
高
齢
者
福
祉
手
当

金
額
は
衣
7
の
と
お
り
で
す
。1
2
年

3
月
3
1
冂
現
在
、3
ヵ
月
以
上
の
ね
た

き
り
で
介
護
の
必
要
が
あ
る
方
の
手
当

で
す
。な
お
、申
請
受
付
は
6
月
3
0
H

で
終
了
し
ま
し
た
。　
問
先
=
在
宅
支

椶
係
ま
た
は
各
福
祉
嘔
務
所
(
表
1
)

表4　 心身障害者 福祉手当

表5　 難病患者福祉手当

表6　 心身障害者・難病 患者 福祉手当 所得基準表

※ 税の所得額の計算と多少異なります

表7　高齢者福祉手当( 1カ月)

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

部
落
差
別
の
歴
史
③

徳
川
幕
府
が
統
治
の
基
盤
と
し
て
つ

く
っ
た
身
分
制
度
は
、
身
分
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
人
々
は
「
身
分
相
応
」
に
生
き
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、江
戸
時
代
も
中
ご
ろ
に
な

る
と
商
品
経
済
が
発
達
す
る
に
し
た
が

い
、
町
人
、
特
に
大
商
人
が
経
済
の
実

権
を
握
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
農
村
で

は
自
給
自
足
の
体
制
が
壊
れ
貧
富
の
差

が
拡
大
し
、
藩
財
政
の
閑
窮
な
ど
幕
藩

体
制
(
注
)
の
行
き
詰
ま
り
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
、
く
ず
れ
か
け
た
身
分
制
度
を

守
る
決
め
苳
と
し
て
、
睫
民
身
分
に
組

み
込
ま
れ
た
人
々
に
対
す
る
差
別
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幕
藩
体
制
を
維

持
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
農
民
、
町
人
の
不
満
を
和

ら
げ
、「L
み
て
暮
ら
す
な
、
下
み
て

暮
ら
せ
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
決
め
ら

れ
た
身
分
に
従
い
、
そ
れ
に
1
1ん
じ
る

体
制
を
定
着
さ
せ
る
た
め
で
し
た
。

こ
う
し
た
経
過
を
た
ど
っ
て
形
成
さ

れ
た
身
分
制
度
と
差
別
が
、
今
日
で
い

う
同
和
問
題
の
も
と
を
つ
く
り
だ
し
た

の
で
す
。

同
和
地
区
の
人
々
は
長
い
歴
史
を
通

じ
て
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
な

圧
迫
を
受
け
続
け
て
き
た
の
で
す
。

(
注
)
幕
藩
体
制
=
農
民
や
町
人
を
幕

府
(
幕
)
と
幕
府
か
ら
領
地
を
与
え
ら

れ
た
大
名
(
藩
)
が
支
配
す
る
封
建
社

会
の
体
制

◎
お
問
い
合
わ
せ
は
、総
務
課
同
和
対

策
へ
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満
7
0歳
に
な
る
方
、

都
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
の

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
交
付

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、都
バ

ス
・
都
電
・
都
営
地
下
鉄
と
都
内
の
民

営
バ
ス
に
乗
県
す
る
こ
と
の
で
き
る
定

期
券
で
、
有
効
期
間
は
発
行
日
か
ら
1
3

年
9
月
3
0
日
ま
で
で
す
。　
対
象
=
満

7
0
覘
以
氈
の
都
民
の
方
(
満
7
0
歳
に
な

る
月
の
初
日
か
ら
申
し
込
み
で
き
ま

す
。た
だ
し
、高
齢
者
福
祉
手
当
受
給

者
お
よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
人
所

者
は
除
き
ま
す
)
　
申
込
=
表
8
・
9

問
先
=
在
宅
支
援
係
ま
た
は
社
団
法
人

東
京
バ
ス
協
会

(
3
3
7
9
)
2
4
4
1

表8　 シルバーパス申込方法

表9　 東京都シルバ ーパス取り扱い窓口

ワンポイント
健 康術

【うつ伏せで行う腹筋運動】

今回から、からだの安定を保つために必要なおなか、せなか、おしりな
どの筋肉を引き締め、バランスを向上させる運動を行っていきます。
雛初は「両ひじつき、両ひざつき」から始めてからだを恨らし、「両ひじ

つき、両足伸ばし」へと進めていきます。いずれの場合もからだは伸ばし
たままで、腰を反らせないようにすることが大切です。

A. 「両ひじつき、両ひざつき」
①床に両ひじ、両ひざをついてうつ伏せ
になります。おなか、せなか、おしり
にしっかり力を入れて、からだを一直
線にして保持します( 10～20秒) 。

②この姿勢から、おしりを上に11ち上げ
る( 腰 を曲 げ る) 一元 の 姿勢 に戻 す 、
を ゆっ く り繰 り返 し ます( 10 回) 。

B. 「両ひじつき、両足伸ばし」
①床に両ひじ、両ひざをついてうつ伏せ
になります。両方のひざを伸ばして、
足でからだを支えます。おなか、せな
か、おしりにしっかり力を入れて、か
らだを一直線にして保持します( 10～
20秒) 。

②この姿勢から、おしりを上にl l ち上げ
る( 腰を曲げる) 一元の姿勢に戻す、
をゆっくり繰り返し ます( 10 回)。
A・Bが楽にできるようになったら、片足伸ばしや片手上げ、右手を

上げて、左足を上げるなどのバランスを向上させる運動も取り入れてみ
ましょう。

《体育振興担当課　　3859- 3422　協力: 生涯学習振興公社》

1
2月
2
1日
は
ゆ
ず
湯

子
ど
も
と
高
齢
者
に

銭
湯
無
料
開
放

大
き
な
お
風
呂
で
温
泉
気
分
。

ゆ
ず
湯
で
体
と
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
ま
せ
ん
か
。　
日
時
=
1
2
月

2
1
日
宋
　
場
所
=
区
内
の
各
銭
湯

対
象
=
1
2
歳
以
下
の
子
ど
も
と
6
5

歳
以
上
の
高
齢
者
　
申
込
=
当

日
、番
台
ま
た
は
フ
ロ
ン
ト
で
年

齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。証
明
書

な
ど
は
不
要
で
す
　
問
先
=
衛
生

管
理
課
衛
生
管
理
係

13 年4 月入園・転園

保育園児募集

お
子
さ
ん
の
新
規
入
園
や
、転
居
な

ど
に
よ
る
転
回
を
希
望
さ
れ
る
方
の
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　
期

限
=
1
2
月
1
5
日
　
※
申
し
込
み
が
遅
れ

た
り
、必
要
書
類
が
足
り
な
い
場
合
は
、

1
3年
4
月
入
所
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

申
込
書
配
布
・
申
先
=
表
1
0
　
問
先
=

児
童
福
祉
課
入
園
事
務
係

表10　 申込書配布・受付場所一覧

※ いずれも受付時間は午前9時～午後4時

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
が
変
わ
り
ま
す

来
年
1
月
か
ら
、
医
療
費
助
成
の
内

容
が
変
更
に
な
り
、
老
人
保
健
法
に
準

じ
た
一
部
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

新
し
い
(
親
)
医
療
証
は
次
の
2
種
類
と

な
り
、
保
険
診
療
分
の
負
担
内
容
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
医
療
証
の
使
川
に
あ

た
っ
て
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
(
一
部
)
(
食
)
の
表
示
が
あ
る
医
療
証
(
一

般
世
帯
)
…
外
来
=
一
部
負
担
あ
り
/

人
院
=
一
部
負
担
あ
り

▽
(
食
)
の
表
示
が
あ
る
医
療
証
(
低
所
得

世
帯
)
・
・
外
来
=
負
担
な
し
/
入
院
=

食
事
療
養
費
の
み
一
部
負
担
あ
り

※
世
帯
区
分
に
つ
い
て
は
、
同
じ
住
所

に
住
む
自
分
を
含
む
直
系
親
族
や
兄
弟

姉
妹
の
方
の
住
民
税
課
税
状
況
に
よ
り

決
定
さ
れ
ま
す
。
低
所
得
世
帯
と
は
住

民
税
非
課
税
吐
帯
で
す

就
学
前
の
お
子
さ
ん
が
い
る
場
合
は
、

外
来
で
の
負
担
が
無
い
(
乳
)
医
療
証
を
送

り
ま
す
(
1
2月
2
2日
発
送
)
。

□
新
し
い
(
親
)
医
療
証
を
送
り
ま
す

す
で
に
(
親
)
医
療
制
度
の
現
況
届
を
区

に
提
出
し
た
方
に
は
、来
年
1
月
1
日

か
ら
有
効
の
新
し
い
(
親
)
医
療
証
を
1
2
月

2
2日
に
発
送
し
ま
す
。

ま
だ
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い

方
は
至
急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
9
月
2
8
日
以
降
に
申
請
し
た
方
は
、

今
年
の
現
況
届
の
描
出
は
あ
り
ま
せ
ん

問
先
=
児
童
医
療
係

医
療
従
事
者
の
方
へ

年
末
届
を
お
忘
れ
な
く

こ
の
届
け
出
は
、医
師
法
等
の
規
定

に
よ
り
医
療
従
事
者
の
分
布
お
よ
び
就

業
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
こ
の

届
け
出
の
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、該

当
の
方
は
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

調
査
日
=
1
2
月
3
1
日
現
在
　
対
象
=
▽

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
　
※
現
在

業
務
に
就
い
て
な
い
方
は
住
所
地
の
保

健
所
に
届
け
川
し
て
く
だ
さ
い
　
▽
都

内
で
業
務
に
従
事
し
て
い
る
保
健
婦

(
士
)
　
・
助
産
婦
・
看
護
婦
(
士
)
　
・

准
看
護
婦
(
士
)
　
・
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士
　
期
限
=
1
月
1
5
日
　
※
届

け
出
用
紙
は
1
2
月
中
旬
に
足
立
保
健
所

で
配
布
し
ま
す
。医
療
関
係
施
設
へ
は

保
健
所
か
ら
直
接
用
紙
を
郵
送
し
ま
す

問
先
=
足
立
保
健
所
医
薬
術
生
係

(
3
8
8
0
)
5
3
6
2
(

直
通
)

「わたしの便利帳」の訂正とおわび
下記のとおり訂正して、お わびし ます。

□ 訂正
122ペ ージ　【正】千寿皮膚科医院
□ 追加

□ 9月・10月新規開業

なお、診療科名で、麻、理診、理療、糖外、乳腺・甲腺、人工透析の表
示に医師の氏名が漏れてい ました。おわびし ます。　　　　　 《広報課》

高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2
日
制
)

高
脂
血
症
の
成
り
立
ち
を
学
び
、病

気
に
な
ら
な
い
生
活
を
考
え
ま
し
ょ

う
。日
時
=
1
2
月
1
5
日
吻
・
1
9
日
㈲
、

い
ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
～
H
時
3
0
分

内
容
=
高
脂
血
症
と
は
/
改
善
の
た
め

の
運
動
・
食
習
慣
　
定
員
=
4
0
人
(
先

着
順
)
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
　
　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

千
住
・
健
康
大
学
「
6
0歳
か
ら
の
健
康
大
学
」

～
若
い
あ
な
た
の

老
い
じ
た
く
～

新
し
い
世
紀
の
幕
開
け

で
す
。明
る
く
、楽
し
く
、

自
分
ら
し
く
、そ
し
て
何

よ
り
健
康
に
…
あ
な
た
の

こ
れ
か
ら
の
人
生
プ
ラ
ン

を
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。　
日
程
=
表
1
1
　

定
員
=
5
0
人
(
先
着

順
)
　
費
用
=
無
料
　
申

込
=
電
話
　
場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表11　千住・健康大学( 5回制)

※ いずれも時間は午後1時15分～3時45分
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2000年を振り返って
～足立区この1年～

2
0
0
0
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
と

っ
て
今
年
は
ど
ん
な
1
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

2
0
0
0
年
問
題
で
慌
た
だ
し
く
始
ま
っ
た
こ
の
1
年
、4
月
に

足
立
区
は
、都
区
制
度
改
革
に
よ
り
基
礎
的
自
治
体
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

長
引
く
不
況
で
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
四
次
基
本

計
画
の
目
標
で
あ
る
「
住
み
つ
づ
け
た
い
ま
ち
足
立
」
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、
区
は
こ
れ
か
ら
も
最
善
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
、2
0世
紀
最
後
の
「
足
立
区
の
1
年
」
を
振
り
返

っ
て
み
ま
し
た
。

1
月
～
4
月

1
月

1
日
　
2
0
0
0
年
初
日
と
大
安
が
重
な
り
、1
9
4
組

分
の
婚
姻
届
を
受
け
付
け

7
日
　
じ
ん
が
ん
な
わ
(
大
乗
院
)

9
日
　
第
6
回
全
日
本
一
輪
車
駅
伝
大
会

1
0
日
　
成
人
の
日
の
集
い
(
東
京
武
道
館
)

1
5
日
　
え
ん
ま
開
き
(
勝
専
寺
)

*
「足
立
区
の
あ
ら
ま
し
(
区
勢
要
覧
)
」発
刊

2
月

1
日
　
フ
ァ
ク
ス
・
音
声
情
報
サ
ー
ビ
ス
開
始
/
足
立
区

ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
(

試
行
版
)

3
日
　
節
分
の
日
。西
新
井
大
師
で
は
栃
東
関
な
ど
有
名

人
が
盛
大
に
豆
ま
き

*
足
立
区
第
四
次
基
本
計
画
策
定
「住
み
づ
づ
け
た

い
ま
ち
足
立
」

3
月

1
日
　

区
議
会
第
1

回
定
例
会

3
0
日
　
区
議
会
議
員
定
数
を
5
0
に
削
滅

*
あ
だ
ち
タ
ウ
ン
ガ
イ
ド
発
行

*
ド
ラ
マ
「3
年
B
紙
金
八
先
生
」の
ロ
ケ
が
区
内

の
学
校
や
お
寺
、荒
川
河
川
敷
な
ど
で
行
わ
れ
る

4
月

1
日
　
地
方
分
権
法
制
定
。都
区
制
度
改
革
の
実
現

(
清
掃
事
行
な
ど
区
へ
移
管
)
/
介
護
保
険

制
度
実
施
/
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「は
る
か

ぜ
」運
行
開
始

1
3
日
　
第
1
回
国
際
環
境
展
に
足
立
区
出
展

*
特
別
費
課
老
人
ホ

ー
ム
「
さ
く
ら
」
開
設

▽ 成人の日の集い

▲ 西 新 井 大師 で 豆 を ま く 栃東 関 ら

▲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
は
る
か
ぜ
」
運

行
開
始
。
綾
瀬
駅
～
区
役
所
～
西
新
井

駅
の
間

を
循
環

。
車

い
す
用
の

電
動
リ

フ
ト
装
備

5
月
～
8
月

5
月

1
2
日
　
北
千
住
駅
頭
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

2
0
日
　
第
4
4
回
区
民
芸
能
大
会

2
2
日
　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協
議
会
設
置

2
5
日
　
区
議
会
議
長
・
副
議
長
決
ま
る

*
児
童
虐
待
防
止
法
成
立
(
1
7
日
)

6
月

8
日
　
石
原
慎
太
郎
都
知
事
が
日
暮
里
・
舎
人
線
や

区
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
視
察

2
5
日
　
衆
議
院
議
員
選
挙
・
最
高
裁
判
官
国
民
査
査

*
三
宅
島
火
山
活
動
、
全
島
民
に
避
難
勧
告

7
月1

日
　
生
涯
学
習
総
合
施
設
「
学
び
ピ
ア
2
1
」
オ
ー

プ
ン
/
永
沢
ま
こ
と
氏
画
「足
立
6
0
景
」原

画
展
(
～
9
日
)
/
足
立
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

本
格
稼
動

2
1
日
　
西
新
井
大
師
第
2
回
風
鈴
祭
り
(
～
2
3
日
)

*
「足
立
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」実
施
。各
地

の
商
店
街
が
「よ
ろ
ず
相
談
所
」を
開
設

*
新
2

千
円
札
発
行
(
1
9
日
)

*
主
要
国
首
脳
会
議
「沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
」同
催
(
2
1

月
～
2
3
日
)

8
月

2
1
日
　
古
性
直
氏
(
元
足
立
区
長
)
死
去

2
4
日
　
第
2
回
足
立
の
花
火
大
会

*
「足
立
区
サ
ッ
カ
ー
塾
」で
元
J
リ
ー
ガ
ー
の
ラ

モ
ス
瑠
偉
さ
ん
や
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
ビ
ス
マ

ル
ク
選
手
が
コ
ー
チ

*
新
5
0
0
円
玉
発
行
(
1
日
)

▲ 石 原慎 太 郎 都 知 事 が 区 内 施 設 を 訪 問

▲ 生涯学習総合施設「学びピア21」

▲ 永沢まこと氏作「足立60景原画展」。エク

スプレス表紙でおなじみの「足立60景」が

3月号で完結したのを記念して開催

▲ 夏 の 風 物 詩 「 第22 回 足 立 の 花 火 大 会 」

9
月
～
1
2
月

9
月

1
日
　
梅
島
小
学
校
新
校
舎
完
成

9
日
　
第
1
回
足
立
凧
ま
つ
り
(
区
内
の
小
学

生
の
手
作
り
和
凧
:
荒
川
河
川
敷
)

1
1月
　

緊
急
財
政
対
策
本
部
を
設
置

1
2
日
　
竜
巻
被
害
発
生
(
西
新
井
周
辺
)

1
?
日
　
第
2
?
回
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
　
　

3
回
バ
リ
ア
フ
リ
ー
タ
ー
ト
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

*
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
(
9
/
1
5
～
1
0
/
1
)

1
0
月

1
日
　
区
民
の
日

9
日
　
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
2
0
0
0
開
催
(
総

合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
)

1
4
日
　
あ
だ
ち
ま
つ
り
「A
-
F
e
s
t
a
2
0
0
0
」

と
「産
業
ま
つ
り
」開
催
(
～
1
5
日
)

2
6
日
　
「足
立
に
避
難
者
の
三
宅
会
」(
足
立
三
宅

会
)

発
足

2
9
日
　
総
合
防
災
訓
練
実
施
(
荒
川
河
川
敷
)

*
国
勢
調
査
(
1
日
)

*
シ
ド
ニ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
(
1
0
/
1
8
～
2
9
)

区
内
在
住
の
皆
藤
譲
治
さ
ん
参
加

1
1
月

1
1
日
・
1
2
日
　
千
住
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
フ
ェ
ア

1
1
日
・
2
3
日
　
酉
の
市
(
大
鷲
神
社
・
鷲
神
社
)

2
3
日
　
一
茶
ま
つ
り
(
炎
天
寺
)

*

「
わ

た
し
の
便
利
帳
」
発
行

1
2
月
7
日
　
両
陛
下
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園
を
訪
問

9
日
　
北
鹿
浜
公
園
オ
ー
プ
ン

1
7
日
　
舎
人
文
化
(
ご
ぼ
う
)
市
(
舎
人
氷
川
神
社
)

2
3
日
　
納
め
の
大
師
(
西
新
井
大
師
)

梅
島
小
学
校
新
校
舎

▼ 西新井岡辺で竜巻発生。

被害のつめあと

▲ あだちまつり「A- Fes t a2000」荒川河川敷会場

▲ 一茶まつり「蛙相撲( か

えるずもm) 」

1か|は敗で迎えた最後とと

みはは決着がつかず

来年に持ち越された

お問い合わせは

広 報 係
3880- 5815( 直通)

募集
学
童
保
育
室

1
3年
度
4
月
入
室
児
童
募
集

申
込
対
象
=
働
い
て
い
た
り
、長
期
の

病
気
な
ど
の
た
め
に
授
業
終
了
後
の
子

ど
も
の
面
倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い

保
護
者
　
入
室
対
象
=
4
月
か
ら
小
学

1
年
生
～
3
年
生
に
な
る
子
ど
も
　
定

員
=
各
休
育
室
4
0
人
(
た
だ
し
、一
部

定
員
の
異
な
る
保
育
室
か
あ
り
ま
す
)

費
用
=
子
ど
も
1
人
に
つ
き
月
額
3
千
9
0
0

円
　
申
込
=
申
請
書
、家
庭
状
況
票
、

勤
務
証
明
書
な
ど
を
希
望
す
る
保
育
室

に
提
出
。書
類
は
1
2
月
5
日
か
ら
各
保

育
室
で
配
布
し
ま
す
　
※
在
籍
し
て
い

る
子
ど
も
で
継
続
し
て
入
室
を
希
望
す

る
場
合
も
同
じ
手
続
き
か
必
要
で
す

申
込
期
間
=
1
3
年
1
月
5
月
～
1
9
日

申
先
=
左
表
　
問
先
=
学
童
保
育
係
ま

た
は
指
導
相
談
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表　学童保育室一覧

※ 新たに弘道小学校、弥生小学校、竹の塚小学校内に学童保育室の開設を

予定しています。なお、申請にあたっては係にお問い合わせください

学
校

アルバ

ム

辰 沼 小 学 校
谷中5- 12- 1

【
子
ど
も
の
よ
さ
を
見
つ
け
伸
ば
す
】

子
ど
も
の
よ
さ
や
努
力
を
見
逃
さ
ず

に
ほ
め
る
こ
と
に
、全
教
職
員
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。子
と
も
た
ち
も
「友

達
の
よ
い
と
こ
さ
か
し
」が
上
手
で
す
。

ま
た

、
生
活
指
導
に
力
を
注
ぎ

、
次

の
よ
う
な
活
動
を
行

ヽ
て
い
ま
す

。

①
早
寝
早
起
き
元
気
な
子
運
動

ご
家
庭
の
協
力
を
科
て
進
め
て
い
ま

す

。
排
便
も
人
切

。
子
ど
も
の

「
う
ん

ち
の
話
集
会
」
は
好
評
で
し
た

。

②
広
い
校
庭
で
き
ょ
う
だ
い
遊
び

校
庭
は
、3
区
内
の
小
学
校
で
は
一

番
の
広
さ
。辰
沼
タ
イ
ム
で
は
上
級
生

か
下
級
生
の
世
話
を
し
て
仲
よ
く
遊
ぴ

ま
す

。

③
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
何
で
も
相
談

今
年
度
は
文
部
省
か
ら
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラー
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
、
保
護
者
、
教
槻
員
が
こ
ぞ
っ

て
相
談
。
ほ
か
に
保
護
者
・
地
域
の
方

へ
の
講
演
・
講
座
、
教
職
員
へ
の
指
導

と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
大
活
躍
で
す
。

□
丸
西
美
佐
子
校
長
か
ら

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
は
楽

し
い
図
書
室
づ
く
り
を
、保
護
者
の
皆

さ
ん
に
は
授
業
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
い

て

い
ま
す
。

温
か
く
和
や
か
な
雰
囲
気
の
ご
協
力

に
深
ぐ
感
謝
し
て
い
ま
す
。

広
い
校

庭
で
楽

し
い

「
き
ょ
う
だ
い
遊
び
」

ス

ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ

ー
に

よ
る
子
育
て

公
開

ト
ー
ク

谷中 中 学 校
谷中3- 14- 1

【
地
域
に
目
を
向
け
た
教
育
を
】

生
徒
は
、自
分
た
ち
の
住
む
ま
ち
の

緑
の
豊
か
さ
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、も
っ

と
き
れ
い
な
環
境
に
し
た
い
と
考

え
、ご
み
や
環
境
の
問
題
に
関
心
を
も

っ
て
い
ま
す
。全
校
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
は
熱
心
に
取
り
組
み
、
地

域
の
諸
行
事
へ
の
参
加
も
増
え
ま
し

た
。

▽
地
域
の
高
齢
者
と
一
緒
に

毎
朝
授
業
か
始
ま
る
こ
ろ
、
地
域
の

高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
、
本
校
1
階
に
あ

る
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
す
。

外
で
道
に
迷
っ
た
お
じ
い
さ
ん
を
生

徒
か
見
つ
け
、
お
連
れ
し
た
こ
と
も
あ

り

ま
し
た
。
運
動
会
や
文
化
祭
に
は
生

徒
の
姿
を
見
て
い
た
だ
い
た
り
、昼
休

み
に
は
生
徒
が
セ
ン
タ
ー
に
出
か
け

て
、一
緒
に
お
話
を
し
た
り
遊
ん
だ
り

し
て
い
ま
す
。生
徒
は
セ
ン
ター
が

あ
る
こ
と
を
本
校
の
誇
り
に
し
て
い
ま

す
。

□
石
塚
清
美
校
長
か
ら

今
年
度
、
中
川
小
・
辰
沼
小
と
の
小

中
連
携
研
究
の
テー
マ
で
も
あ
る
、
総

合
的
な
学
習
の
時
間
へ
の
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。

心
徒
か
設
定
し
た
学
習
課
題
は
、
地

域
の
道
路
・
公
園
・
歴
史
の
調
査
、
保

育
園
や
職
場
の
実
習
等
、
自
分
た
ち
の

住
む
場
所
に
根
を
張
っ
た
も
の
で
す
。

全
員

が
意
欲
的
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の

方

々
が
運
動
会
を
観
覧

クリーンキャンペーンで
まちのごみを拾う。おや
じの会のお父さんも活躍

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
3
0

千
寿
七
福
神
①

家
の
中
に
こ
も
り
が
ち
な
季
節
で
す

か
、
寒
さ
に
負
け
ず
福
の
神
を
訪
ね
て

み
ま
せ
ん
か
。
千
寿
七
福
神
を
3
回
に

わ
た
り
紹
介
し
ま
す
。

北
千
住
駅
西
口
を
出
発
し
、
5
分
ほ

ど
で
長
円
寺
に
着
き
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

子
福
成
就
の
神
「
布
袋
尊
」
か
祭
ら
れ

て
い
ま
す
。
山
門
を
出
て
旧
日
光
街
道

を
と
お
り
、
千
住
本
氷
川
神
社
へ
向
か

い
ま
す
。
表
通
り
は
、
槍
か
け
団
子
、

手
作
り
の
お
で
ん
だ
ね
を
売
る
練
り
物

屋
な
ど
様
々
な
商
店
か
軒
を
連
ね
て
い

ま
す
。
路
地
を
ぬ
け
5
分
ほ
ど
で
、
千

住
本
氷
川
神
社
へ
。
米
俵
の
上
に
乗
り
、
大

黒
頭
き
ん
を
か
ぷ
り
、
打
ち
出
の
小

づ
ち
を
持
っ
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
福
の
神

「大
黒
天
」が
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
広
報
課
》

千
住
本
氷
川
神
社
(
千
住

3
-
2
2
)
付
近

▽ 長円寺付近

布
袋
尊
(
長
円
寺
　
千
住

4
-
2
7
-
5
)

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
を
確
定
す
る
た

め
、毎
年
1
月
1
日
を
基
準
と
し
て
、

選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
登
載
申
請
書
で

行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
登
載
申
請
書
は

1
2
月
2
0
日
ご
ろ
ま
で
に
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
農
業
従
事
世
帯
へ
送
付
し
ま

す
。必
要
事
項
を
記
入
し
、同
封
の
返

信
用
封
筒
で
期
限
内
に
必
ず
ご
返
送
く

だ
さ
い
。　
期
限
=
1
月
1
0
日
必
着

問
先
=
農
業
委
員
会

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
税
・
年
金

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

□
就
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険
の
加
人
者
で
、会
社

な
ど
に
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に

加
人
し
た
方
お
よ
び
そ
の
扶
篦
家
族

は
、国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。　
申
込
=
社
会
保

険
証
、国
民
健
康
保
険
証
を
窓
口
に
持

参
□
退
職
し
た
ら

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
を
脱
退
し
た
方
お
よ
び
そ
の
扶
養

家
族
は
、国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
生
活
保
護

受
給
中
の
方
、在
留
期
間
が
1
年
未
満

の
外
国
籍
の
方
は
除
く
)
。　
申
込
=

退
職
証
明
書
(
離
職
が
等
)
、国
民
健

虞
保
険
証
(
す
で
に
家
族
の
方
が
加
人

し
て
い
る
と
き
)
、年
金
証
鵆
(
り
生

年
金
、共
済
年
金
を
受
給
ま
た
は
受
給

資
格
の
あ
る
7
0
歳
木
満
の
方
)
を
窓
川

に
持
参

―
―
い
ず
れ
も
―
―

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
保
に
加
人
し
て
い
る
方

に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
を
お
知

ら
せ
し
、
加
人
者
一
人
ひ
と
り
が
ご
自

身
の
健
康
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
そ
の
医
療
に
つ
い
て
も
卜
分
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療
費
通
知

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、9

月
に
診
療
を
受
け
た
方
に
、
そ
の
月
の

医
療
費
の
令
額
(
1
0
割
分
)
を
1
月
ド

旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。た
だ
し
、総

医
療
費
が
3
千
円
以
ド
の
場
合
や
医
療

機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
場
介
は
、

お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
。こ
の
通
知
は

お
知
ら
せ
で
す
の
で
手
続
き
は
不
要
で

す
。　
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
保
険

給
付
係

特
別
区
民
税
・
都
民
税
の

休
日
お
よ
び
夜
間
納
税
相
談

平
日
の
昼
問
、区
役
所
へ
来
る
こ
と

が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
休
日
お
よ

び
夜
閥
納
税
棚
談
を
行
い
ま
す
。
納
税

に
関
す
る
相
談
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ご

利
川
く
だ
さ
い
。

□
夜
間
納
税
相
談

日
時
=
1
2
月
1
2
口
㈹
・
1
4
H
宋
、午
後

5
時
～
7
時
3
0分

□
休
日
納
税
相
談

日
時
=
1
2
月
1
7
日
叫
、午
前
9
時
～
午

後
4
時

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
問
先
=
納
税
課

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
末
日
が

納
期
限
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
り
ま
す
と
、
将
来
、
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
介
が

あ
り
ま
す
。自
分
の
納
付
状
況
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。保
険
料
の
納
付
に
は
、

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
。振
林
が
便
利
で

す
。　
問
先
=
国
民
年
金
課
保
険
料
係

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
2月
1
1日
か
ら
受
け
付
け

凡 例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
に
す
れ
ば
、各
納
期
ご
と

に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
た
め
、便
利
で
安
心
で
す
。　
申
込
=

窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、通
帳
印
、

そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参
　
申
先
=

預
(
貯
)
金
目
座
の
あ
る
金
融
機
関

(
郵
便
局
を
含
む
)
ま
た
は
区
担
当
窓

口
、区
民
嘔
務
所
　
問
先
=
▽
特
別
区

民
税
・
祁
民
税
…
納
税
課
収
納
係
　
▽

国
民
健
康
保
険
料
…
国
民
健
康
保
険
課

収
納
管
理
係
　
▽
国
民
年
金
保
険
料
…

国
民
年
金
課
保
険
料
係

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

対
象
=
災
害
に
あ
っ
た
り
、自
営
業
の

方
が
倒
産
・
破
産
し
た
な
ど
で
収
入
が

極
端
に
減
少
し
、一
時
的
に
生
活
囚
雛

と
な
っ
た
方
で
、資
産
・
能
力
の
活
川

を
図
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
の

支
払
い
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
　
※

通
常
の
火
業
・
退
職
に
よ
る
収
人
減
な

ど
は
該
当
し
ま
せ
ん
　
内
容
=
減
免
は

申
請
月
以
降
分
か
ら
6
ヵ
月
を
限
度
　

申
込
=
串
前
に
電
話
な
ど
で
相
談
　
問
先
=

国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

三
宅
島
噴
火
等
被
災
者
の

国
民
年
金
保
険
料
特
例
措
置

三
宅
鳥
村
、新
鳥
村
、神
沖
島
村
に

住
所
を
有
す
る
第
一
号
被
保
険
者
な
ら

び
に
前
記
以
外
の
地
城
に
お
い
て
、噴

火
災
書
に
よ
り
国
民
年
金
の
保
険
料
の

納
付
が
困
難
で
あ
る
方
に
っ
い
て
は
所

得
の
右
無
に
か
か
わ
ら
ず
保
険
料
の
免

除
制
度
が
適
川
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。該
当
さ
れ
る
方
は
区
の
国
民
年

金
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
問
先
=

国
民
年
金
課
保
険
料
係

募
集
上
総
湊
健
康
学
園

1
3年
度
　
入
園
児
童
募
集

上
総
湊
健
康
学
園
(
千
葉
県
商
津
巾

湊
蹈
)
は
、房
総
半
島
の
忠
ま
れ
た
自

然
の
中
に
あ
る
足
政
区
で
唯
一
の
令
寮

剔
の
区
立
小
学
校
で
す
。こ
の
学
園
は
、

規
則
正
し
い
集
M
生
活
を
と
お
し
て
健

康
川
復
を
図
り
な
が
ら
学
力
増
進
を
め

ざ
す
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
授
業

内
容
は
区
内
小
学
校
と
全
く
同
じ
で

す
。
自
然
環
境
に
ぷ
ま
れ
た
生
活
を
と

お
し
、児
童
は
仲
び
仲
び
と
し
て
明
朗

活
発
で
す
。寮
で
は
、保
育
士
が
親
代

わ
り
と
な
り
、
溢
か
い
雰
囲
気
の
な
か

で
身
の
回
り
の
肚
話
に
あ
た
り
ま
す
。

ま
た
、
看
護
婦
も
常
駐
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、「
田
植
え
・
稲
刈
り
」「
つ

り
大
会
」「
も
ち
つ
き
大
会
」
な
ど
の

楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
青
い

海
、
美
し
い
緑
、
そ
し
て
澄
み
切
っ
た

空
気
、健
康
回
復
を
図
る
に
は
最
適
な

環
境
で
す
。　
対
象
=
小
学
校
3
年
生

か
ら
6
年
生
で
次
に
該
当
す
る
児
童
…

ぜ
ん
息
/
肥
満
/
偏
食
/
虚
弱
　
定

員
=
6
0
人
　
費
用
=
月
額
約
2
万
3
千

円
(
食
事
代
・
教
材
費
な
ど
)
　
※
家

庭
の
事
情
に
よ
り
減
額
・
免
除
の
制
度

が
あ
り
ま
す
　
申
込
=
現
在
通
学
し
て

い
る
学
校
の
担
任
・
養
護
の
先
生
へ

期
限
=
1
3
年
2
月
1
6
日
　
問
先
=
学
務

課
学
校
保
継
係

課
税
事
務
補
佐
員
(非
常
勤
職
員
)
募
集

対
象
=
①
3
0
歳
以
L
5
0
a
以
ド
の
方

(
1
3
年
4
月
I
H
現
在
)
②
区
内
ま
た

は
そ
の
近
郊
に
住
所
を
有
す
る
方
　
職

務
内
容
=
①
軽
自
動
車
税
の
申
告
受

付
・
端
末
人
力
事
務
②
臨
時
迷
行
許
可

申
請
受
付
・
許
吋
事
務
　
属
用
期
間
=

1
3
年
4
月
I
H
～
1
4
年
3
月
3
1
日
(
虹

新
可
)
　
募
集
人
員
=
若
干
名
　
勧
務

時
間
=
2
週
閥
に
つ
い
て
6
0
時
問
(
1

日
8
時
間
以
内
)
　
給
与
=
月
額
1
8
万
1
千

円
(
社
会
保
険
有
、交
通
費
支

給
)
　
応
募
方
法
=
履
歴
さ
(
市
販

様
式
・
自
筆
・
町
真
貼
付
)
を
持
参
(
た

だ
し
、土
曜
・
日
峨
・
祝
卜
を
除
く
、

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
)
ま
た
は

郵
送
　
※
応
募
冷
類
の
返
却
は
し
ま
せ

ん
　
選
考
方
法
=
▽
第
1
次
選
考
…
筆

記
試
験
(
一
船
一
教
養
試
験
)
/
1
3
年
1

月
1
5
日
丱
　
▽
第
2
次
選
考
…
面
接

(
筆
M
試
験
で
選
考
さ
れ
た
方
)
/
1
3

年
1
月
ド
旬
　
期
限
=
1
2
月
2
2
H
消
印

右
効
　
申
・
問
先
=
軽
自
動
車
税
係

1
3年
度
　
鋸
南
・
日
光
自
然
教
室

(
2
泊
3
日
)
指
導
補
助
員
募
集

鋸
南
自
然
教
室
(
小
学
校
4
年

生
)
　
・
日
光
自
然
教
室
(
小
学
校
6
年

生
)
の
引
率
指
導
補
助
員
を
募
集
し
ま

す
。児
童
と
直
接
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
り

ま
す
の
で
、教
員
を
め
ざ
し
て
い
る
方

に
も
よ
い
経
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

対
象
=
教
員
免
許
所
持
者
お
よ
び
や
零

時
取
得
見
込
み
の
3
5
歳
以
ド
の
方
　
内

容
=
担
肖
す
る
各
学
校
の
出
発
時
か
ら

帰
校
時
ま
で
の
児
童
引
率
指
導
補
助
　

謝
礼
=
1
回
の
引
率
に
っ
き
3
万
3
千

S
円
(
税
込
・
1
2
年
度
実
績
額
)
　
※

別
に
批
当
校
ま
で
の
往
復
交
通
費
相
肖

分
と
食
事
支
給
　
申
込
=
電
話
　
※
後

日
、応
募
川
紙
を
送
付
し
ま
す
。引
率

の
期
問
(
1
3
年
5
月
か
ら
1
4
年
2
月
の

火
施
期
問
内
で
複
数
川
希
望
可
能
)
を

調
惟
し
て
批
当
校
を
決
定
　
期
限
=
1
3

年
3
月
9
日
　
申
・
問
先
=
学
務
課
校

外
施
設
係

第
4
回
地
球
に
や
さ
し
い

生
活
工
夫
展
作
品
募
集

期
間
=
1
3
年
2
月
2
7
日
～
3
月
4
H
、午

前
1
0
時
～
午
後
3
時
　
対
象
=
区
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
綱
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
　
内
容
=
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す

る
作
品
・
写
真
お
よ
び
地
域
や
学
校
で

の
活
動
な
ど
　
申
込
=
題
名
、住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
り
を
明
記
の
う

え
持
参
　
申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

就
学
相
談

来
年
4
月
に
小
学
校
に
人
学
予
定

で
、心
身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

お
子
さ
ん
に
っ
い
て
の
就
学
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求

め
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
っ
い
て
、専
門

の
相
談
員
が
相
絞
に
応
じ
ま
す
。　
日

時
=
毎
週
月
叩
日
～
金
曜
川
(
祝
川
を

除
く
)
、午
前
9
時
～
午
後
5
時
　
申

込
=
電
話
　
場
・
申
・
問
先
=
教
育
研

究
所
敦
育
相
談
係

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

掲
示
板

□
年
末
年
始
テ
ニ
ス
講
習
会

▽
硬
式
テ
ニ
ス
…
日
時
=
1
2
月
3
0
日
～

1
3
年
1
月
3
日
、午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
(
1
月
1
日
は
午
前
1
1
時
か
ら
)

場
所
=
竹
の
塚
第
六
公
園
・
上
沼
Ⅲ
東

公
園
　
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
　
費

用
=
汕
円
　
申
込
=
1
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
庭
球
協
会
・
中
川

(
3
8
9
7
)
5
4
3
8

▽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
…
日
時
=
1
3
年
1
月

1
日
～
1
月
3
日
、午
前
1
0
時
～
午
後

4
時
(
1
月
1
日
は
正
午
か
ら
)
　
場

所
=
千
住
ス
ポ
ー
ツ
公
園
　
対
象
=
区

内
在
住
・
在
勤
　
費
用
=
汕
円
　
申

込
=
当
日
直
接
会
場
へ
　
問
先
=
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
達
眼
・
鹿
角

(
3
8
8
8
)
3
7
0
6

□
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
=
1
3
年
2
月
1
日
～
3
月
3
0
日

(
上
・
日
・
祝
日
を
除
く
)
　
対
象
=

高
校
生
以
L
5
0
歳
位
ま
で
の
方
　
申
込
=

履
歴
書
を
送
付
　
※
履
歴
書
は
返
却

し
ま
せ
ん
　
場
・
申
・
問
先
=
足
立
税

賃
　
〒
1
2
0
・
8
5
2
0
千
住
旭
町
4

-
2
1
　
　
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1
西

新
井
税
務
署
　
〒
1
2
3
・
8
5
0
1
栗

原
3
―
1
0
―
1
6

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
無
料
ク
レ
サ
ラ
法
律
相
談
会

日
時
=
①
1
2
月
1
6
川
出
　
②
1
3
年
1
月

2
0
日
出
、い
ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時

(
最
終
受
け
付
け
午
後
3
時
3
0
分
)
　
場

所
=
①
弁
護
士
会
神
田
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
　
②
弁
護
士
会
四
谷
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
　
問
先
=
束
京
弁
護
七
会
法
律

相
談
課
　
　
(
3
5
8
1
)
2
2
0
6

□
「障
害
児
教
育
・
保
育
」4
月
入
校

生
・
聴
講
生
募
集

出
願
期
間
=
①
1
2
月
4
H
～
1
3
年
2
月

2
日
　
②
1
3
年
2
月
5
日
～
3
月
2
3
日
試

験
日
=
①
1
3
年
2
月
4
日
剛
　
②
1
3

年
3
月
2
5
H
賄
　
対
象
=
教
師
、保
育
士

、幼
稚
園
教
諭
、児
童
指
導
員
、看

護
士
、保
健
婦
、そ
の
他
障
書
児
支
援

に
関
わ
る
方
　
内
容
=
障
害
児
教
育
・

保
育
な
ど
の
専
門
家
養
成
(
夜
間
2
年

制
)
　
問
先
=
う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
治

療
教
育
職
員
養
成
所

(
3
8
8
9
)
1
7
0
0

放
送
大
学
を
ご
存
知
で
す
か

―
放
送
大
学
(
教
養
学
部
)
平
成
1
3
年
度

第
1
学
期
学
生
募
集
―

放
送
人
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
通
信
制
四

年
制
人
学
で
す
。4
年
以
匕
在
学
し
所

定
の
単
位
を
修
得
す
れ
ば
、
「学
L

(
教
養
)
」の
学
位
が
収
得
で
き
ま
す
。

幅
広
い
分
野
の
約
3
0
0
科
目
を
そ
ろ
え
、1
1

科
阡
か
ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。人
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。1
8
歳

以
上
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
令
科
履
修
生

と
し
て
人
学
で
き
ま
す
。ま
た
、1
5
歳

以
氈
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
選
科
・
科
目

履
修
生
と
し
て
人
学
で
き
ま
す
。短
期

人
学
・
専
門
学
校
か
ら
も
3
年
次
編
人

学
が
で
き
ま
す
。　
募
集
学
生
=
全
科

履
修
生
萃
業
を
め
ざ
す
学
生
)
/
選

科
履
修
生
(
一
年
間
在
学
す
る
学
生

)
/
科
目
履
修
生
(
1
学
期
問

「6
カ
月
」在
学
す
る
学
生
)
　
出
願
受

付
=
1
2
月
1
5
日
～
1
3
年
2
月
1
5
H
　
※

「教
育
訓
練
給
付
制
度
労
働
人
臣
指
定

講
座
」が
利
用
で
き
ま
す
。当
該
講
座

の
修
了
要
件
を
満
た
し
た
場
介
、(
口
ー

ワ
ー
ク
か
ら
教
介
訓
練
給
付
金
と
し

て
講
座
受
講
に
か
か
わ
る
一
部
継
費
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
入
学
資
格
な
ど
、
く

わ
し
い
こ
と
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
　
資
料
請
求
・
問
先
=
放
送
人
学

亭
以
第
二
学
習
セ
ン
タ
ー
(
学
び
ピ
ア

2
1
内
)
　
　
(
5
2
4
4
)
2
7
6
0

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペー
ジ
=

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
-
a
i
r
.
a
c
.
j
p
/
h
p

資
料
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
(
8
6
4
)
6
0
0
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シ
ル
バ
ー
ピ
ア
(高
齢
者
集
合
住
宅
)の

入

居
者

募
集

募
集
=
都
営
(
単
身
者
・
2
人
世
帯
)
、

区
(
単
身
者
)
　
申
込
用
紙
配
布
期
間
=

1
2
月
1
8
-
5
口
玉
・
日
曜
日
は

除
く
)
　
配
布
場
所
=
住
宅
管
理
係
、

各
区
民
事
務
所
(
予
定
枚
数
に
達
し
次

第
配
布
終
r
)
　
　
※
く
わ
し
く
は
、

「申
込
川
紙
(
巾
込
の
し
お
り
)
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
　
問
先
=
住
宅
管
理
係

教
員
免
許
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

対
象
=
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員

免
許
を
お
持
ち
で
、4
0
歳
く
ら
い
ま
で

の
方
(
1
2
年
3
月
末
に
免
許
取
得
予
定

者
を
含
む
)
　
　
※
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
申
・
問
先
=
学
校

職
員
袒
肖
課
事
務
係

生
活
環
境

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

1
2月
3
1日
現
在
で
工
業
統
計
調
を
お

よ
び
石
油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

そ
の
結
果
は
国
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。調
査
の
対
象
と
な
る

事
業
所
に
は
1
2
月
中
句
か
ら
調
を
員
が

伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　
対
象
=
製
造
業
を
営
む
事
業

所
　
問
先
=
統
計
係

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
城
で
、
建

物
を
新
築
し
た
び
増
改
築
な
ど
で
出
入

口
を
変
更
す
る
場
合
は
、
新
た
に
住
居

番
号
(
住
所
)
を
決
め
る
た
め
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。
こ
の
届
け
出
が
な
い

と
正
し
い
住
所
が
決
ま
ら
な
い
た
め
、

仕
民
票
の
異
動
な
ど
の
手
続
き
が
で
き

ま
せ
ん
。
棟
上
げ
・
基
礎
工
事
が
終
了

し
た
ら
。
案
内
図
と
配
置
図
(
建
築
確

認
書
一
式
の
中
に
あ
り
ま
す
)
を
用
意

し
、届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
、
ア
パ
ー

ト
な
ど
建
物
の
名
称
が
変
わ
っ
た
場
合

も
届
け
川
が
必
要
で
す
。
　
問
先
=
戸

籍
住
民
課
住
居
表
示

元
旦
に
婚
姻
届
の

特
別
受
け
付
け
を
し
ま
す

2
1
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
を
記
念
し
て
、

区
で
は
特
別
に
婚
姻
届
の
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。こ
の
日
は
記
念
に
婦
姻
届

受
領
証
を
お
渡
し
し
ま
す
。　
日
時
=

1
3
年
1
月
1
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
午
後

3
時
　
※
こ
の
時
間
以
外
は
通
常
ど
お

り
夜
問
・
休
日
受
付
窓
口
(
中
央
館
地

下
―
階
)
で
受
け
付
け
ま
す
　
場
所
=

区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
　
問
先
=
戸
籍
届

出
係

紙
門
松
を
配
布
し
て
い
ま
す

生
活
の
合
理
化
推
進
を
日
的
と
し
て

作
成
し
て
い
る
紙
門
松
で
す
が
、
今
年

も
1
2月
上
旬
か
ら
、
町
会
・
自
治
会
を

通
じ
て
各
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

な
お
、
お
手
元
に
屈
か
な
い
場
合
に

は
、
お
手
数
で
す
が
最
き
り
の
区
民
事

務
所
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
先
=
あ
し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民

協
議
会
事
務
局
(
地
域
支
援
課
内
)

結
果
報
告

地
下
鉄
8
号
線
整
備
促
進
大
会

1
2月
3
日
、
区
・
区
議
会
・
地
元
町

会
な
ど
の
主
催
に
よ
る
「
地
下
鉄
8
号

線
整
備
促
進
大
会
」
が
中
川
小
学
校
で

開
か
れ
ま
し
た
。

地
域
の
代
表
の
方
々
な
ど
多
数
の
方

が
参
加
し
、
地
下
鉄
8
号
線
の
区
内
延

仲
が
実
現
す
る
よ
う
、
地
域
と
行
政
、

議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
力

を
集
結
し
、
最
善
を
尽
く
す
こ
と
を
誓

う
大
会
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

地
ド
鉄
8
号
線
(
有
楽
町
線
)
は
、

本
年
1
月
の
迦
輸
政
策
審
議
会
答
申
第

1
8号
に
お
い
て
「
目
標
年
次
(
平
成
2
7

年
)
ま
で
に
整
備
着
手
す
る
こ
と
が
適

当
な
路
線
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
区
は
、関
係
自
治
体
と
連
携
し
、

亀
有
か
ら
野
田
市
ま
で
の
経
路
が
区
内

を
と
お
る
よ
う
、
都
や
国
に
積
極
的
に

働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
都
市
交
通
課

結
果
報
告

よ
み
が
え
れ
綾
瀬
川

「
綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
0
0

」

綾
瀬
川
を
も
う
1
度
魚
が
住
む
き
れ

い
な
川
に
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
と
「
綬

瀬
川
グ
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
0

0
」
が
、
1
0
月
2
9
日
、
東
綾
瀬
公
園
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
葛
飾

区
と
足
立
区
が
、
車
以
都
建
設
局
、
下

水
道
肘
、
環
境
局
、
建
設
省
江
戸
川
工

事
事
務
所
と
と
も
に
浄
化
推
進
活
動
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
た

く
さ
ん
の
住
民
団
体
の
方
々
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
綾
瀬
川
ワ
ー
ス

ト
1
脱
却
に
向
け
、
綾
瀬
川
の
現
状
を

紹
介
し
た
展
示
、
水
質
チ
ェ
ッ
ク
、
水

質
浄
化
の
モ
デ
ル
実
演
、
環
境
学
習
を

行
っ
て
い
る
学
校
の
発
表
、
リ
サ
イ
ク

ル
エ
作
、
環
境
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

が
行
わ
れ
、
あ
い
に
く
の
小
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

今
後
も
綾
瀬
川
の
水
質
浄
化
に
向

け
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
　
問
先
=
環
境
課

花 だよ
り

夏みかん

絵と文: 武田 信 子さ ん
( 鹿 浜二 丁目)

別
名
ナ
ツ
ダ
イ
ダ
イ
と
も
言
わ
れ
、

明
治
時
代
に
山
口
県
萩
市
か
ら
全
国
へ

広
ま
り
ま
し
た
。
原
木
は
山
口
県
長
門

市
に
あ
り
、
天
然
記
念
物
に
揃
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

5
月
に
、
五
弁
の
白
い
花
を
咲
か
せ

そ
ぱ
を
と
お
る
と
、
と
て
も
良
い
香
り

が
し
ま
す
。
今
の
時
期
果
実
は
葉
と
同

じ
色
を
し
て
い
ま
す
が
、
翌
年
の
4
月

か
ら
6
月
に
は
黄
色
に
熟
し
た
扁
球
系

の
実
に
な
り
ま
す
。
果
肉
は
多
汁
で
酸

味
が
強
く
ジ
ュ
ー
ス
や
マ
ー
マ
レ
ー
ド

に
し
て
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

催
し
物
ガ
イ
ド

三
宅
島
噴
火
災
害

写
真
展

期
間
=
1
2
月
2
3
日
～
2
8
日
　
場
所
=
区

役
所
1
陪
ロ
ビ
ー
　
内
容
=
三
宅
島
か

ら
足
立
区
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
に
よ

る
写
真
展
　
問
先
=
災
害
対
策
課
ま
た

は
社
会
福
祉
協
議
会

(
3
8
8
0
)
5
7
4
0

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

の
催
し

□
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
て

「
公
聴
会
」
開
催

男
女
共
同
参
画
推
進
会
議
で
は
、
今

ま
で
の
「
論
点
整
理
」
を
報
告
し
、
広

く
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
な
ど
を
お
聴

き
す
る
た
め
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
=
1
2
月
1
7
日
凹
午
後
2
時
～
4

時
　
※
2
歳
か
ら
学
齢
前
ま
で
の
保
育

あ
り
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
　
保
育
申
込
期
限
=
1
2
月
1
4
n

□
男
性
セ
ミ
ナ
ー
「お
や
じ
た
ち
へ
の

応
援
歌
」

日
程
等
=
表
1
　
対
象
=
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
で
内
容
に
興
味
の
あ
る
方

費
用
=
無
料
(
た
だ
し
2
月
1
0
日
・
1
1

日
の
み
実
費
負
担
)
　
申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号

、課
外
授
業
参
加
の
有
無
を
明
記
の

上
「男
性
セ
ミ
ナ
ー
」
あ
て
郵
送
　
期

限
=
1
月
1
8
H

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
・
申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3・0
8
5
1
梅
田
7
1
3
3
1
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表1　男性セミナー日程

※ いずれも火曜日、午後7時～9時( ただし2月10日～11日は除く)

老
人
会
館
の

手
芸
教
室
(
後
期
分
)

日
時
=
1
3
年
1
月
～
3
月
ま
で
の
第

2
・
第
4
土
曜
日
、午
後
1
時
～
2
時

3
0
分
　
対
象
=
6
0
歳
以
上
で
区
内
在
住

の
方
　
内
容
=
ち
ぎ
り
絵
/
レ
ー
ス

編
/
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
　
※
一
種
の
み
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
　
定
員
=
3
0

人
(
抽
選
)
　
費
用
=
無
料
(
教
材
費

一
部
負
担
)
　
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
　
期
限
=
1
2
月
1
5
日

必
着
　
※
前
期
手
芸
教
室
を
受
講
し
た

方
や
ほ
か
の
教
室
を
受
講
中
の
方
の
中

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
　
場
・
申
・
問

先
=
老
人
会
館
　
〒
1
2
1
・
0
8
1
2
西

保
木
間
4
1
9
1
1

(
3
8
5
9
)
9
7
3
2

冬
花
展
示
会

□
展
示

日
時
=
1
2
月
1
3
H
團
、午
後
1
時
～
5

時
/
1
4
日
床
、午
前
8
時
3
0
分
～
午
後

1
時
　
場
所
=
区
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
容
=
区
内
花
き
農
家
が
栽
培
し
た
フ

リ
ー
ジ
ア
・
ユ
リ
な
ど
約
4
0
点
を
展
示

※
1
4日
午
後
2
時
か
ら
先
着
沺
人
に
花

を
配
布

□
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売

日
時
=
1
2
月
1
4
日
團
、
午
後
2
時
3
0
分

場
所
=
区
役
所
正
面
広
場
　
内
容
=
展

示
品
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
販
売
(
1
人
1

点
の
み
)

※
配
布
・
販
売
に
つ
い
て
は
場
合
に
よ

り
整
理
券
配
布
　
問
先
=
農
産
係

コ
ン
サ
ー
ト

□
ア
ト
リ
ウ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
「
箏
で
奏

で
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
」

日
時
=
=
1
2
月
1
5
日
ぶ
、
午
後
O
時
2
5
分
～

1
時
　
場
=
区
役
1
か
階
ロ
ビ
ー

内
=
ほ
み
み
ず
う
み
/
ク
リ
ス
マ
ス

メ
ド
レ
ー
/
こ
と
う
た
・
郷
愁
　
出

演
=
足
立
区
三
曲
協
会

□
東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団
第
2
9
回

ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ン

サ
ー
ト

日
時
=
1
2
月
2
3
冂
㈲
、
午
後
6
時
3
0
分

場
所
=
=
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料
　
問
先
=
文
化
振
興
係

京
成
関
屋
・
牛
田
駅
周
辺

放
置
自
転
車
禁
止
区
域

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
勍
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
t
区
域
に
指
定

し
、
禁
止
区
域
内
の
放
雌
自
転
車
を
撤

去
し
て
い
ま
す
。
撤
去
し
た
自
転
車
は

自
転
車
移
送
所
に
運
び
保
管
し
て
い
ま

す
。
引
き
と
る
際
に
撤
去
料
と
し
て
2

千
円
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
撤
去
後
2
ヵ
月
を
過
ぎ
る
と

処
分
し
ま
す
の
で
、ご
注
憲
ぐ
だ
さ
い
。

冬
休
み
な
ど
学
校
が
休
み
の
期
間
中

は
学
生
・
生
徒
の
自

転
車
の
放
置

が
旧
皀

ち
ま
す
。
駅
に
近
い

方
は
で
き
る
だ
け
歩

き
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

自
転
車
は
決
め
ら
れ

た
場
所
に
附
い
て
く

だ
さ
い
。

通
勤
・
通
学
・
買

い
物
な
ど
で
駅
周
辺

を
利
用
す

る
方
は

、

必
ず
自
転
車
置
き
場

を
利
川
し
て
く
だ
さ

い
。
足
立
郵
便
局
隣

の
関
屋
自
転
車
駐
車

場
は
一
日
利
用
も
で

き
ま
す
。
自
転
車
に

は
防
犯
登
録
を
す
る
と
と
も
に
必
ず
住

所
と
名
前
を
記
人
し
、
か
ぎ
は
二
電
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

□
区
営
自
転
車
駐
車
場

関
屋
自
転
車
駐
車
場
・・・千
住
哨
町
4
2
1
1
　
　

(
3
8
7
9
)
2
3
2
5

□
自
転
車
移
送
所

中
臾
本
町
移
送
所
・
:足
立
4
1
1
6
-
1
9

先問
先
=
自
転
車
係

自転車放置禁止区域

□ 女性総合センター一部休業　女性相談室…期間=12月27日～1月5日　問先=女性相談室　　3880- 5223
情報資料室…期間=12月28日～1月4日　問先=女性総合センター　　3880- 5222
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油
断
が
招
く
悲
惨
な
事
故

1
2
月
1
1
日
～
2
0
日
年
末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
は
次
の
4
点
で
す
。

1
.
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
お
よ
び
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

着
用
の
徹
底

2
.
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

3
.
夜
間
(
特
に
薄
暮
時
)
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

4
.
二
輪
車
お
よ
び
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止

区
内
事
故
件
数
は

過
去
最
悪
で
す

1
0
月
3
1
日
現
在
、都
内
で
の
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
者
は
3
3
3人
、
発
生
件
数

は
7
万
4
千
Ⅲ
件
と
前
年
の
同
時
期
に

比
べ
激
増
し
て
い
ま
す
。

区
内
で
は
前
年
を
上
回
る
2
2
人
も
の

方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。死
亡
事
故

の
内
訳
を
見
る
と
、歩
行
中
1
0
人
・
自

転
車
乗
車
甲
4
人
・
二
輪
車
乗
車
中
6

人
・
四
輪
呶
乗
車
中
2
人
と
な
っ
て
い

て
、歩
行
中
の
事
故
が
目
立
っ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
と
し
て
は
、

信
号
無
視
や
横
断
禁
止
場
所
横
断
な
ど

の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
な
か

っ
た
も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た

死
亡
者
は
高
齢
者
の
方
が
5
人
、
時
間

帯
で
は
午
後
9
時
か
ら
午
前
O
時
の
間

に
7
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
間
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
に
は

車
の
ラ
イ
ト
は
歩
行
者
か
ら
明
る
く

見
え
ま
す
が
、
運
転
者
か
ら
は
3
0
mぐ

ら
い
ま
で
近
づ
か
な
い
と
は
っ
き
り
確

認
で
き
ま
せ
ん
。
車
や
バ
イ
ク
の
運
転

者
か
ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に
自
分
自
身

を
目
立
た
せ
、
よ
く
見
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

▽
道
路
照
明
な
ど
の
あ
る
、
明
る
い
場

所
を
選
ん
で
通
行
す
る
。

▽
黒
っ
ぽ
い
服
装
を
避
け
、
目
立
つ
よ

う
に
明
る
い
色
の
服
装
を
心
掛
け
る
。

▽
運
転
者
か
ら
自
分
の
存
在
を
確
認
で

き
る
よ
う
に
、
反
射
材
用
品
の
着
用
を

心
掛
け
る
。

▽
自
転
車
は
前
面
の
か
ご
の
部
分
や
側

面
等
に
も
反
射
材
用
品
を
取
り
付
け

る
。

▽
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
必
ず
ラ
イ
ト

を
つ
け
る
。

事
故
の
な
い

安
全
な
ま
ち
に

交
通
事
故
は
私
た
ち
の
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
や
慣
れ
で
起
こ
り
ま
す
。
決
し

て
自
分
だ
け
は
事
故
を
起
こ
さ
な
い
。

事
故
に
は
遭
わ
な
い
と
い
っ
た
過
信
や

思
い
が
、
悲
惨
な
事
故
を
招
い
て
い
る

の
で
す
。

例
年
、
年
末
年
始
に
か
け
て
交
通
事

故
が
多
発
し
ま
す
。
飲
酒
の
機
会
も
増

え
、
特
に
夜
問
の
事
故
は
直
接
死
亡
事

故
に
結
び
っ
い
て
い
ま
す
。
家
族
そ
ろ

っ
て
明
る
い
新
年
を
迎
え
る
た
め
に

も
、
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

▽
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
よ
う
。

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
締
め
ま
し
よ
う
。

▽
夜
間
は
反
射
材
を
活
用
し
、
暗
く
て

も
日
立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問

先
=

区

・
交

通
安

全
係

(
3
8
8
0
)
5
9
1
2
(

直
通
)

千

住

警

察

署

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新

井
警

察

署

(
3
8
5
2
)
0
1
1
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夜間は明るい色の服装や反射材を着用しましょう

交通事故に遭わない
起こさないために
歩行者・自転車は

信号は必ず守りましょう、

道路を横断するときは、左右の安全を確認しましょう。

横断歩道以外での横断等は絶対にやめましょう。

周りが暗くなったら、自転車のライトをつけましょう。

交差点等では必ず一時停止をしましょう。

一時停止を必ず守りましょう

二輪車・四輪車は
制限速度を守りましょう。

四輪車を運転するときは、必ずシートベルトを締め、

狹い這ではスピードを落とし余裕をもって運転しましょう。

幼児、児童を同乗させる場合はチャイルドシートを使

用しましょう。チャイルドシートは子どもの体格にあっ

たものを選びましょう。

二輪車はカーブの手前で十分減速し、無理な追い越し

や進路変更はやめましょう。

速度の出しすぎに注意しましょう

スケッチあだ

ち

このコーナーではまちの 情報・話題を

お待ちしています。

問先= 広 報係　3880- 5815( 直通)

大
道
芸
人
が
千
住
の
ま
ち
に
や
っ
て
来
た
!

1
1
月
1
1
日
・
1
2
日
の
2
日
間
、
北
千

住
駅
西
口
周
辺
を
8

つ
の
ス
テ
ー
ジ
に

分
け

、
1
4紅
の
大
迫
芸
人
が
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る

「
千
住
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
フ
ェ
ア
」
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

パ
ン
ト
マ
イ
ム
あ
り
、
風
船
で
ア
ッ

と
い
う
問
に
動
物
や
花
を
つ
く
る
風
船

芸
あ
り
と
、
千
住
の
ま
ち
が
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

▽ 屋台料理では、イタリアやエジプト
など7力国の味を満喫

▲ 中国雑技団出身の2 人による空中ア
クロバット

最上町の皆さんも参加
花畑第三都住団地祭り

1
1月
1
2日
、
花
畑
第
三
団
地
の

団
地
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
に
は
5
年
前
か
ら
山
形
県
最
上

町
の
営
農
グ
ル
ー
プ
「
夢
蛍
の
会
」

の
皆
さ
ん
が
参
加
し
、
祭
り
の
盛

り
上
げ
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
最
上
町
出
身
の
自
治
会

事
務
局
長
が
会
長
ら
と
と
も
に
当

地
を
訪
れ
た
と
き
に
話
が
進
み
、

参
加
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
。
会

の
皆
さ
ん
は
と
て
も
気
さ
く
で
、

住
民
と
楽
し
く
会
話
が
は
ず
ん
で

い
ま
し
た
。
今
後
も
交
流
を
続
け

て
い
く
そ
う
で
す
。

▲ つきたてのお餅、ハイどうぞ

▲ 産 地 直 送 の 米 や 野 菜 、岩 魚 な ど を 直 売

子どもたちが大はしゃぎ
初雪フェスティバル

1
1
月
1
4
日
、
区
役
所
南
館
広
場

で
「
2
0
0
0
初
雪
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
足
立
区
と
友
好
都
市

の
長
野
県
山
ノ
内
町
と
の
共
催

で
、
区
民
や
町
民
ら
約
2
千
人
が

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

大
人
気
だ
っ
た
の
が
、
初
町
広

場
。
人
工
降
雪
機
に
よ
っ
て
、
今

シ
ー
ズ
ン
、
東
京
〝
初
〟
の
雪
が

降
り
、
子
ど
も
た
ち
は
大
晦
び
。

雪
だ
る
ま
を
作
っ
た
り
、
そ
り
遊

び
や
雪
合
戦
を
し
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

物
産
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
長
野
県

特
産
の
リ
ン
ゴ
や
キ
ノ
コ
な
ど
の

直
売
や
、は
や
そ
ば
、温
泉
た
ま

ご
な
ど
の
試
食
会
も
行
わ
れ
、行

列
が
で
き
る
人
気
で
、皆
さ
ん
長

野
の
味
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

将来の夢は芸能人
扇中 生徒が インタビ ュー

1
1月
1
3日
、扇
中
学
校
の
女
子
生
徒
6
人
が
、

区
内
在
住
の
漫
談
家
・
松
鶴
家
千
と
せ
師
匠
と

対
談
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
卒
業
後
の
進
路

を
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
体
験

学
習
(
職
場
訪
問
)

の
一
環

。
「
こ
の

仕
事
を
選
ん
だ
理

由

」
「
ど
ん
な
人

が
適
し

て

い

る

か

」
な
ど
次
々
に

質
問
が
さ
れ
ま
し

た

。
千
と
せ
師
匠

は
こ
の
質
問
に
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

答
え
、実
際
に
漫
談
も
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

生
徒
さ
ん
の
将
来
に
向
け
て
の
参
考
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

▲ みんなで千とせ師匠得意のポーズ「イエーイ」

恒例の酉の市
11月11日・23日

大
鷲
神
社
(
花
畑
7
―
1
5
―
1
)

▲ 参道の屋台は多くの
人で大にぎわい

鷲
神
社
(
島
根
4
―
2
5
―
1
)

▲ 酉の市では郷土芸能
「島根ばやし」が見られ
ます

上
沼
田
小
の
児
童
が
敬
老
会
で

ソ
ー
ラ
ン
節
に
合
わ
せ
踊
り
を
披
露

1
1
月
3
日
、
上
沼
田
町
会

館
で
行
わ
れ
た
れ
た
敬
老
会

に
、
上
沼
田
小
学
校
の
児
童

6
5
人
が
招
か
れ
ま
し
た
。
児

童
た
ち
は
、
ソ
ー
ラ
ン
節
に

合
わ
せ
元
気
い
っ
ぱ
い
の
踊

り
を
披
露
し
、
約
1
0
0
人
の
お

年
寄
り
の
盛
ん
な
柏
手
を
浴

び
ま
し
た
。
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